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事業計画趣旨（内容）

会務セクレタリー 矢 口 純 平

予算額実施予定日

　今日まで上山青年会議所は、諸先輩方や関係諸団体の皆様から支えられて地域
発展や青少年育成に向けた運動を展開してきました。昨今、地域が抱える様々な課
題や問題に取り組むにあたり、より一層の相互理解と協力関係の強化を図る機会を
創出する必要があります。
　まずは、諸先輩方や関係諸団体の皆様に対し上山青年会議所２０２５年度の方向
性を発信するために、新春祝賀会を執り行い、親睦を深めるとともに更なる協力と理
解を得ます。そして、運動方針や事業内容にご理解をいただくために、それぞれの事
業や委員会が目指す事業の方向性の紹介を行い、諸先輩方や関係諸団体の皆様
からより多くの共感を得ます。さらに、今後のより良い事業運営に必要な連携強化の
ために、諸先輩方や関係諸団体の皆様との交流を図り、持続的な協力関係の構築に
繋げます。
　諸先輩方や関係諸団体との共感と信頼を得ることで築き上げられた強固な協力体
制は、より効果的な運動となって地域に大きく広がり、持続可能な地域を作る基盤と
なり、次代へつながるかみのやまを実現します。

事 務 局 基 本 資 料

事 務 局 長 山 口 枝 里 子

委員会集合写真
（なるべく全員で！服装・場所は自

由）

事 務 局 次 長 小 関 有 佳

事 務 局 次 長 青 木 茂 治

会務セクレタリー 遠 藤 寛 明
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事 業 名

１００,０００円

会 員 拡 大

事業計画趣旨（内容）

　全国的に青年会議所会員が減少している中、我々上山青年会議所も例外ではな
く、会員拡大は最重要課題となっております。持続可能な組織としてこれからも活動し
ていくにあたり、入会をしたいと思える魅力ある組織であることを発信していくことが必
要であると考えます。
　まずは、年間を通して会員拡大を行っていくために、ロードマップを作成し、会員拡
大の方向性を示します。そして、より多くの入会につなげるために、入会候補者をリス
トアップし、候補者への定期的な情報提供や意思確認の継続を図ります。また、幅広
く市民に青年会議所を認知してもらう機会を提供するために、全市民に向けたパンフ

レットや公式SNS等の広報媒体を活用し、各委員会の委員会活動や事業実施の活動
状況などを含む広報を定期的にかつ委員会ごとに行い、会員拡大に繋げます。
　一人ひとりが成長し自信をもった運動を展開する姿から、組織としての魅力が高ま
り、人を惹きつけることで新たな仲間や同志との出会いを実現します。まちを想い行
動する情熱を持ったメンバーを増やすことで、持続可能な組織に繋げます。

◆キャリア自律と組織力の強化
メンバー自らが活動を主体的に考え行動に責任をもち運動を展開することで、
個々の能力が向上され、組織全体としてそれらを尊重し促進する体制の構築に

より、魅力ある組織を目指します。

◆認知度の向上と会員拡大
メンバー一人ひとりが、自信をもって運動を展開する姿を広く発信しすることで、
地域の青年会議所への興味関心と認知度を高め、まちを想い自らが行動できる

新たな同士を獲得し、持続可能な組織づくりを目指します。

年 間 事 業 計 画 並 び に 予 算 額

令和７年１月２３日（木）

事 業 名 新 春 祝 賀 会
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事 業 名 広 域 ま ち づ く り 協 議 会 ４ LOM 合 同 例 会

事業計画趣旨（内容）

　我々青年会議所は、明るい豊かな社会の実現のため日々運動を展開してきまし
た。地域に必要とされる団体として、地域が尚も抱える多様な課題に向き合い、多角
的視点を持った同じ志を持つもの同士の強固なつながりを構築する必要があります。
　まずは、組織力強化のために、４ＬＯＭ合同例会を実施し、理念やビジョンの浸透と
互いに切磋琢磨し合うことで、各ＬＯＭメンバーのまちづくりに対するモチベーションの
向上を図ります。そして、意見交換やアイディアの共有を活発化するために、ＬＯＭ間
の垣根を越えて親睦を深める機会を提供し、各ＬＯＭメンバーとの信頼関係を構築し
ます。さらに、多角的な視点での課題解決を行うために、地域をより良くしたいという
共通の目標を持つ近隣ＬＯＭと共に各ＬＯＭが抱える課題を共有し、解決に向けた活
動を模索します。
　地域という枠に捉われない広範な情報共有と諸先輩方が築いてきたつながりの強
化が図られ、多様性を尊重する組織として地域全体の活性化に寄与し、思いやりの
心が溢れ愛されるかみのやまを実現します。

実施予定日 令和7年3月11日 予算額 ０円

通 常 総 会

臨 時 総 会
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事 業 名 会 員 資 質 向 上 事 業

事業計画趣旨（内容）

　近年入会歴の長いメンバーが多く卒業したことで、メンバー数そのものの減少と入
会歴の浅いメンバーの割合が増えており、入会歴や経験の浅いメンバーも組織の中
枢として活動ができる人材へと育成・成長していくことが必要です。
　まずは、次代を担うリーダーとしての資質を向上させるために、委員会ごとに研修や
セミナーを企画・運営し、まちづくり団体として資質を向上させます。そして、それぞれ
の興味関心や今後求められる知識・価値観を想定するために、研修やセミナーの
テーマの計画立案を行いながら展開していく一連の作業とそれらの受講を通じて一
人ひとりが自らの活動を主体的に捉え、幅広い知識と経験を積める環境を設えます。
またよりよい研修やセミナーとするため、企画・運営において地域で活躍している
様々な関係諸団体等からの協力や参加を得る等の交渉を行うことで、事業運営を執
り行うために必要なリーダーシップの育成と発揮を促します。
　幅広い視野と思考をもった人材を育成し、地域や関係諸団体に対していかんなく
リーダーシップを発揮できる自信と経験を積むことで、地域社会へのポジティブな影
響を拡大できる組織を実現します。

実施予定日 適宜 予 算 額 ０円

事業計画趣旨（内容）

実施予定日 令和７年８月２８日（木） 予 算 額

　上山青年会議所は明るい社会の実現にむけ、地域の課題解決に取り組むための
運動を展開してきました。メンバー数減少の課題を抱えながらよりよい運動を展開し
ていくには、一人ひとりが組織の一員である自覚を持ちメンバー間の結束を高め、地
域の課題解決に向けて前進していく必要があります。
　まずは、２０２４年度の上山青年会議所の方向性を共有するために、２０２４年度の
上山青年会議所の決算と２０２５年度の事業計画並びに予算報告を行う通常総会を
開催し、メンバー一人ひとりが目指すべき組織の在り方を理解し２０２５年度体制の始
動に繋げます。さらに、次代へ繋がる組織とするために、２０２６年度の理事長候補者
が２０２６年度体制の準備を整えるよう新体制の承認をいただく臨時総会を厳粛に執
り行い、全メンバーにより２０２６年度理事長候補者、理事選任に対する厳正な審議を
いただきます。
　一年間の運動の展開の土台として理事長の掲げる理念を共有しメンバーが方向性
を認識した先に、当事者意識を持って青年会議所運動を広く展開する組織となること
を実現します。

０円

実施予定日 令和７年１月２１日（火） 予 算 額 ０円
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事 業 名

2

総 会

予 算 額

　全国的に青年会議所会員が減少している中、我々上山青年会議所も例外ではな
く、会員拡大は最重要課題となっております。持続可能な組織としてこれからも活動し
ていくにあたり、入会をしたいと思える魅力ある組織であることを発信していくことが必
要であると考えます。
　まずは、年間を通して会員拡大を行っていくために、ロードマップを作成し、会員拡
大の方向性を示します。そして、より多くの入会につなげるために、入会候補者をリス
トアップし、候補者への定期的な情報提供や意思確認の継続を図ります。また、幅広
く市民に青年会議所を認知してもらう機会を提供するために、全市民に向けたパンフ

レットや公式SNS等の広報媒体を活用し、各委員会の委員会活動や事業実施の活動
状況などを含む広報を定期的にかつ委員会ごとに行い、会員拡大に繋げます。
　一人ひとりが成長し自信をもった運動を展開する姿から、組織としての魅力が高ま
り、人を惹きつけることで新たな仲間や同志との出会いを実現します。まちを想い行
動する情熱を持ったメンバーを増やすことで、持続可能な組織に繋げます。

０円実施予定日 通年
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事 業 名 卒 業 式

事業計画趣旨（内容）

　上山青年会議所は創立４９年を迎え、伝統と歴史を積み重ねてきました。その歴史
の中で長きに渡りご活躍いただいた卒業生に対して、感謝と労いの気持ちを伝えると
ともに、これからの青年会議所への想いを受け継ぐ場が必要です。
　まずは、これまでご尽力いただき様々な事業を通して私達を先導していただいた卒
業生に感謝の気持ちと功績を讃えるために、メンバーが想いを込めた卒業式を執り
行い、卒業生との一層の親交を深めます。そして、卒業式において卒業生の想いを
受け継ぐために、過去の活動を振り返りつつその想いを現役メンバーに伝えていただ
き、卒業生と現役メンバーが互いに想いをつなげ組織として歴史と伝統を継承しま
す。
　メンバーが一丸となって卒業生を祝福し、現役メンバーと卒業生が交流する最後の
場を作ることで想いを受け継ぎ歴史と伝統を今後も紡ぎ続け、次代へ繋がる組織を
実現します。

実施予定日 令和７年１２月６日（土） 予 算 額 ５０,０００円
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事 業 名 第 ５ ８ 回 山形 ブ ロ ッ ク 大 会寒 河江 大会

事業計画趣旨（内容）

　山形ブロック協議会ブロック大会は、各地青年会議所メンバーが一堂に会し互いに
想いを共有し、かつ地域住民を巻き込んだ意識の共有を図る、最大の情報発信の場
でもあります。メンバーの積極的な参画を促し、我々が活動する地域に置き換えより
良いまちづくりの意識を高めることが必要です。
　まずはメンバーが、県内各地青年会議所のメンバーとの交流と情報の交換を行うた
めに、全メンバーに対し積極的に参加を促し、県内各地青年会議所のメンバーが集う
ブロック大会に参加します。そして、地域、企業、家庭環境など、多様な背景が抱える
それぞれの課題解決に必要となる考え方を学ぶために、各プログラムに参加しまち
づくり意識を高めていただきます。さらに、LOM全体の意識向上につなげるため、山
形ブロック協議会及び山形ブロックに出向している全てのメンバーを支援し、メンバー
一丸となり大会に参画します。
　各地域の課題やその解決のための取り組み、活動の理念や手法を共有し、持続可
能な社会の実現へ向けた機運を高めていくことで、各地青年会議所のメンバーとの
結束を強め、それぞれの地域が活性化されることで、多様性を受け入れた明るい豊
かな社会を実現します。

実施予定日 令和７年７月５日（土）・６日(日) 予 算 額 ０円


